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可
決

認
定

名　称 平成29年度末残高 平成28年度末残高
土地開発基金 1億 4000 万円 1億 4000 万円
減 債 基 金 3億 7664 万円 3億 7725 万円
財政調整基金 25 億 9396 万円 25 億 9263 万円
災害対策基金 708 万円 708 万円
国民健康保険高額
療養資金貸付基金 150 万円 150 万円

国民健康保険出産費
資 金 貸 付 基 金 240 万円 240 万円

ふるさと応援基金 4 億 5804 万円 2億円

項　目 金　額 前年度比
議 会 費 9191 万円 ▲ 729 万円
総 務 費 15 億 4781 万円 1億 5009 万円
民 生 費 35 億 4778 万円 2億 8449 万円
衛 生 費 10 億 5814 万円 ▲ 2738 万円
労 働 費 0円 0円

農林水産業費 9826 万円 ▲ 1660 万円
商 工 費 7595 万円 1404 万円
土 木 費 15 億 4080 万円 4億 2981 万円
消 防 費 6億 8210 万円 8390 万円
教 育 費 27 億 5858 万円 6億 2186 万円
災 害 復 旧 費 222 万円 ▲ 356 万円
公 債 費 7億 7810 万円 2325 万円
諸 支 出 金 4億 1961 万円 1億 8495 万円

基金（貯金）

平成29年度　一般会計決算（歳出）

し
こ
ふ
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い
じ
め
防
止

調
査
委
員
会

　
　
い
じ
め
防
止
調
査
委
員

会
10
万
円
の
不
用
額
の
理
由

は
。

　Ｑ
　
　
委
員
会
を
開
催
す
る
よ

う
な
事
案
が
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。

Ａ
　
平
成
29
年
度
決
算
は
、
議
長
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
８
人
の
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
９
月
６
日
、
７
日
、
10
日
の
３
日
間
で
審
査
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し

ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

町税（町民税・固定資産税・軽自動車税・町たばこ税）
ふるさと納税寄附金
地方交付税

46億8249万円
10億6775万円
6億7693万円

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
宗
像
・
糟
屋
北
部
広
域

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
負
担
金
32
万
８
千
円
の
成

果
は
。

　Ｑ

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
る
53
事
業
者
の
う

ち
、
本
町
は
15
事
業
者
で
あ

る
。

　
平
成
29
年
度
は
、
６
つ
の

販
路
拡
大
事
業
に
参
加
し

た
。
そ
の
中
で
７
件
の
契
約

が
成
立
し
た
が
、
本
町
事
業

者
の
契
約
は
な
か
っ
た
。

Ａ

非
正
規
職
員

　
　
本
町
の
非
正
規
職
員
は

何
名
か
。

　Ｑ
　
　
非
正
規
職
員
は
１
６
６

名
で
、
正
規
職
員
は
１
６
９

名
で
あ
る
。

Ａ

建設が進む新宮東中学校
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名　　称 平成29年度収入額 徴収率

町民税（個人） 17 億 9223 万円 99.32％

町民税（法人） 4億 3616 万円 100.01％

固 定 資 産 税 21 億 4266 万円 99.72％

軽 自 動 車 税 5942 万円 98.19％

町 タ バ コ 税 2億 2605 万円 100％

町税収入額（現年度分）

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
委

託
料
５
億
１
６
３
万
３
４
６

８
円
の
仕
入
れ
原
価
と
配
送

費
の
内
訳
は
。

　
　
返
礼
品
の
仕
入
れ
価
格

の
決
め
方
は
。

　Ｑ 　Ｑ
　
　

概
算
で
、
仕
入
原
価

40
％
、
配
送
費
10
％
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
事
業
者
と
協
議
し
て
決

め
て
い
る
。

Ａ Ａ ふ
る
さ
と
納
税

　
　
返
礼
品
に
関
し
て
、
総

務
省
が
高
額
な
も
の
に
対
し

て
自
粛
を
求
め
る
と
の
報
道

が
あ
る
が
、
本
町
の
現
状

は
。

　Ｑ
　
　
総
務
省
か
ら
返
礼
品
事

業
に
対
す
る
見
直
し
の
通
知

は
な
い
。

　
今
後
も
、
お
も
て
な
し
協

会
と
協
議
し
な
が
ら
指
摘
を

受
け
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ａ

一般会計決算
平成29年度決

算
特
別
委
員
会

歳出総額

平成28年度比　16億5685万1163円の増
126億131万円

　
　
他
の
自
治
体
で
、
が
ん

検
診
で
見
落
と
し
の
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。
本
町
も
昨

年
か
ら
検
診
事
業
者
が
変

わ
っ
た
が
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
。

　Ｑ
　
　
複
数
の
医
師
に
よ
る
読

影
委
員
会
で
審
査
し
、
検
診

判
定
し
て
い
る
。

　

事
業
者
を
選
定
す
る
際

は
、
技
術
面
な
ど
を
精
査
し

決
定
し
て
い
る
。

Ａ

　
　
補
助
金
を
活
用
し
植
樹

し
て
い
る
が
、
現
状
と
将
来

の
見
通
し
は
。

　Ｑ
　
　
平
成
29
年
度
は
１
８
０

本
の
購
入
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
か
ら
少
し
ず
つ
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
量
産
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
時

間
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ

総
合
健
診

オ
リ
ー
ブ
助
成
事
業

保
育
士
緊
急
確
保

対
策
補
助
金

　
　
当
初
予
算
で
は
８
７
０

万
円
計
上
し
、
決
算
で
は
18

万
円
の
み
の
支
出
で
あ
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

　Ｑ
　
　
保
育
士
確
保
の
た
め
、

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
各

園
に
周
知
し
た
が
、
平
成
29

年
度
は
各
園
の
実
情
と
合
致

し
な
か
っ
た
た
め
、
補
助
金

の
利
用
が
少
な
か
っ
た
。

Ａ

定期的な健診を！

※ 収入額には年度内に還付できなかった額が含まれて
います。
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会　計　名 金　　額 前年度比
渡 船 事 業 1億1326万円 ▲188万円
国 民 健 康 保 険 26億9716万円 6625万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億8566万円 417万円
住宅新築資金等貸付事業 101万円 ▲10万円
相 島 診 療 所 事 業 6311万円 2028万円
簡 易 水 道 事 業 5072万円 ▲59万円

水 道 事 業
収 益 6億4854万円 643万円
資 本 2億5578万円 ▲8121万円

公 共 下 水 道 事 業 10億7861万円 ▲1億9853万円
相島漁業集落環境整備事業 1192万円 611万円

平成 29 年度 16 万 725 人
平成 28 年度 13 万 3154 人
平成 27 年度 11 万 9278 人
平成 26 年度 10 万 1369 人

平成29年度　特別会計決算（歳出）

渡
船
事
業

相
島
診
療
所

国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道

　
　

夜
間
の
増
便
の
考
え

は
。

　
　
他
市
で
乗
客
の
転
落
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
乗
降

客
の
人
数
の
確
認
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
現
状
は
。

　
　
備
品
購
入
費
で
流
用
が

あ
る
が
、
緊
急
性
が
あ
っ
た

の
か
。

　
　
在
留
外
国
人
に
よ
る
、

国
保
の
不
正
利
用
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
で
そ
の

よ
う
な
事
例
は
な
い
の
か
。

　
　

今
年
は
雨
が
少
な
い

が
、
相
島
の
第
１
貯
水
池
の

現
状
は
。

　Ｑ　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ

　
　
現
在
、
臨
時
便
が
多
く

船
員
の
就
労
条
件
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

夜
間
増
便
に
つ
い
て
は

様
々
な
こ
と
を
勘
案
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
乗
船
人
数
は
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
が
、
降
船
時
点
の

人
数
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。 　

　
夏
前
に
診
療
室
と
事
務

室
の
空
調
機
が
同
時
期
に
故

障
し
、
緊
急
の
買
い
替
え
が

必
要
と
な
っ
た
。

　
　
本
町
で
は
該
当
す
る
事

例
は
な
い
。

　
　
９
月
５
日
現
在
、
貯
水

率
86
・
43
％
を
保
持
し
て
い

る
。

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

予
算
特
別
委
員
会

年連続増

止水工事を行った相島第1貯水池

決
算
特
別
委
員
会
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水
道
事
業

公
共
下
水
道

　
　

水
道
加
入
金
の
使
途

は
。

　
　
物
件
移
転
等
補
償
費
の

執
行
残
、
約
１
千
万
円
の
理

由
は
。

　
　
中
央
処
理
場
の
処
理
能

力
と
、
現
在
の
処
理
量
は
。

　
　
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

行
わ
な
く
て
済
む
運
営
方
法

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る

が
。

　Ｑ　Ｑ　Ｑ

　Ｑ

　
　
配
管
な
ど
の
老
朽
化
に

備
え
、
将
来
の
施
設
改
良
費

と
し
て
積
み
立
て
て
い
る
。

　
　
下
水
道
工
事
に
伴
う
水

道
管
の
移
設
工
事
で
、
当
初

予
定
し
て
い
た
仮
設
工
事
が

不
要
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
日
量
６
２
４
０
㌧
を
処

理
す
る
能
力
が
あ
り
、
現
時

点
で
は
、
日
最
大
３
９
０
０

㌧
を
処
理
し
て
い
る
。

　
　
給
水
収
益
の
伸
び
は
少

な
い
が
利
益
は
出
て
お
り
、

現
在
、
料
金
の
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

ＡＡＡ

Ａ

特別会計決算
平成29年度 乗客数 4

地
域
振
興
お
よ
び
地
域
活
性
化

特
別
委
員
会

　
平
成
30
年
９
月
５
日
、
第
13
回
の
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
県
道
湊
下
府
線
拡
幅
整
備
・
新
宮
漁
港

駐
車
場
の
土
地
利
用
・
立
花
口
ゴ
ル
フ
場
予
定
地

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
経
過
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

︻
県
道
湊
下
府
線
拡
幅
整
備
︼

　
地
元
か
ら
は
集
落
側
で
は
な
く
、
河
川
側
に
拡

幅
す
る
要
望
が
あ
り
、
福
岡
県
が
平
成
28
年
度
に

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
平
成
29
年
度
に
道
路
の
予
備

設
計
を
実
施
し
、
現
在
、
地
権
者
と
協
議
中
で
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

︻
新
宮
漁
港
駐
車
場
の
土
地
利
用
︼

　
新
宮
相
島
漁
協
、
相
島
区
、
湊
区
、
商
工
会
、

町
で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
の
な
か
で
、
県
道
湊
下

府
線
の
拡
幅
整
備
が
進
ま
な
い
と
土
地
利
用
が
で

き
な
い
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
相
島
を
元
気
に
す
る
28
の
取
り
組
み
」

の
な
か
に
、
新
宮
漁
港
の
整
備
が
あ
り
、
今
後
、

相
島
活
性
化
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

︻
立
花
口
ゴ
ル
フ
場
予
定
地
の
土
地
利
用
︼

　
現
在
、
立
花
口
区
、
地
権
者
、
立
花
オ
ー
ル
パ

ワ
ー
ズ
を
交
え
て
、
市
街
化
区
域
と
し
て
の
土
地

利
用
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

新宮中央浄化センター「アクア新宮」
地下処理施設

特

別

委

員

会



定
　
例
　
会

平成30年度　一般会計補正予算　主なもの

項  目 増減金額 主な内容

総 務 費 1730 万 2 千円 システム改修委託料

民 生 費 2523 万 8 千円 学童保育所新設工事費

衛 生 費 9万 6千円 発達支援センター備品の修繕

農林水産業費 53万 2千円 荒廃森林整備事業調査業務委託料

商 工 費 30万円 六所神社トイレの修繕

消 防 費 243 万 6千円 福岡県操法大会出場補助金

教 育 費 4127 万 5 千円 新宮中学校給食室備品購入費

災 害 復 旧 費 391 万 1千円 7月豪雨被害の復旧工事費

公 債 費 2705 万 6 千円 繰上償還

　
　

今
回
新
設
す
る
工
事

で
、
待
機
児
童
は
な
く
な
る

の
か
。

　
　
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　
事
業
の
内
容
は
。

　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ

　
　
今
回
新
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
待
機
児
童
は
な
く
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
新
設
中
学
校
開
校
に
向

け
て
、
10
月
ま
で
に
九
州
電

力
へ
電
気
保
安
技
術
者
を
届

け
出
る
た
め
の
委
託
料
で
あ

る
。

　
　
調
査
対
象
は
、
植
林
後

16
年
以
上
経
過
し
た
民
有
林

の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

　
生
育
状
況
を
５
年
か
け
て

調
査
し
、
将
来
整
備
が
必
要

で
あ
る
か
の
判
断
を
す
る
。

　
調
査
費
用
は
県
森
林
環
境

税
で
賄
わ
れ
、
所
有
者
の
負

担
は
な
い
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
８
１
４
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
３
４
億
８
６
６
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

︵
総
務
建
設
委
員
会
に
付
託
︶

一
般
会
計
補
正
予
算

Ａ

Ａ

Ａ
荒
廃
森
林
整
備
事
業

○
学
童
保
育
所
新
設
工
事
費

　
　
　
　
　
１
７
２
８
万
円

　
　
補
助
金
の
内
容
は
。

　Ｑ
　
　
古
賀
市
と
共
同
で
行
っ

て
い
る
イ
チ
ゴ
の
輸
出
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
た
め
、
輸
出

先
国
の
検
疫
や
残
留
農
薬
基

準
に
適
合
し
た
薬
剤
の
散
布

用
機
械
購
入
の
補
助
金
で
あ

る
。

Ａ

　
新
設
中
学
校

　
　
　
　
電
気
設
備
保
守

　
北
小
学
校

　
　
　
学
童
保
育
所
増
設

○ 

電
気
設
備
保
守
点
検
委
託

料　
　
　
　
16
万
９
千
円

○ 

荒
廃
森
林
整
備
事
業
調
査

委
託
料

47
万
４
千
円

○ 

輸
出
向
け
農
産
物
供
給
拡

大
対
策
事
業
費
補
助
金

５
万
８
千
円

　
第
３
回
定
例
会
を
平
成
30
年
９
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
条
例
の
改
正
１
件
、
決
算
認

定
10
件
、
補
正
予
算
４
件
、
財
産
の
取
得
３
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
請
願
１
件
、
人
事
案
件
１
件
を
審

議
し
、
報
告
６
件
を
受
け
、
一
般
質
問
は
５
名
が
行
い
ま
し
た
。

人
事
案
件

教
育
長
の
任
命

　
宮み

や

川が
わ　

優ゆ
う

子こ

氏（
福
岡
市
東
区
）

○
任
期

　
平
成
30
年
10
月
１
日
〜
平
成
33
年
９
月
30
日

イ
チ
ゴ
の
輸
出
拡
大
対
策

北小学校学童保育所建設予定場所

グラウンド

第4クラブ
（新設）

第1～第3クラブ
（既設）
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平成30年第3回（9月）定例会における審議結果

種
別 件　　　名 内　　　容

採　
決

上
畝
地
白
馬

森　
　
秀
司

安
武　
寛
憲

庵
原　
伸
一

大
牟
田
直
人

髙
木　
義
輔

横
大
路
政
之

牧
野
真
紀
子

松
井　
和
行

北
崎　
和
博

条
例

新宮町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条
例の制定

平成30年10月1日から那珂川町が「那珂川市」に市制施
行することに伴い変更するもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

決
算

平成29年度新宮町渡船事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町相島診療所事業特別会計歳入歳出決
算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町水道事業会計剰余金の処分及び決算
認定

可決
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町相島漁業集落環境整備事業特別会計
歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度新宮町一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

平成30年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ167万7千円を追加し、総額を22億
7991万4千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町水道事業会計補正予算 収益的支出の予定額を23万円追加し、総額を7億1094
万円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町公共下水道事業会計補正予算
収益的収入の予定額を493万円減額し、総額を9億5302
万8千円とし、収益的支出の予定額を207万6千円追加
し、総額を9億803万6千円とするもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度新宮町一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

契
約
等

財産の取得（パソコン購入） 取得金額　590万6520円（54台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（新宮町消防団第10分団積載車更新） 取得金額　999万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（コミュニティバス購入） 取得金額　2051万5095円（中型バス1台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

福岡県介護保険広域連合規約の変更
介護保険法の一部改正により、県から保険者へ指定権
限が移譲されたことと、福岡県介護保険広域連合の組
織の見直しに伴う規約の変更

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事 新宮町教育長の任命（宮川優子氏） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元
をはかるための、2019年度政府予算に係る意見書採択
の要請

請願者　　寺
てらしま
島　亮

りょうじ
嗣

紹介議員　庵原　伸一 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　●反対

　平成30年8月27日に第3回臨時会が開催され、補正予算1件を審議し、全員賛成で原案のとおり
可決しました。

一般会計補正予算

4 ～ 5ページ参照

6ページ参照

第3回臨時会

定
例
会
・
臨
時
会

2 ～ 3ページ参照

6ページ参照

　歳入歳出それぞれ1203万円を追加し、総額を133億6847万8千円とするもので主な内容は、
そぴあしんぐうの空調機器の更新及び照明機器のLED化を実施するための設計費です。
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委
員
会
報
告

駐輪場にゲート機械が導入されます 
（導入機械イメージ）

　下府1区の一部、下府2区の一部、杜の宮の一部が交通規制の対象に
なります。供用開始は平成31年3月末の予定です。

ふ
る
さ
と
納
税
好
調

〇
平
成
30
年
８
月
末
現
在

　
寄
附
額　
　
１
億
７
９
２
１
万
１
５
０
０
円

　
寄
附
件
数　
　
　
　
　
　
１
万
１
７
４
７
件

※
10
月
か
ら「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
」と「
ふ
る
さ
と
本
舗
」

の
サ
イ
ト
を
新
規
活
用
予
定

　公的機関が保有するデータを、インターネット
で公開する取り組みが福岡都市圏で共同実施され
ます。これにより民間でも活用できるようになり
ます。
【公開データ項目】
　①緊急避難所・緊急避難場所一覧
　②人口統計（年齢人口）
　③公立小中学校児童・生徒数

オープンデータの
取り組み始まる

大雨警報発令による災害
警戒本部・避難所を設置

　平成30年11月1日からゲート機械の運用が開始さ
れる予定です。
　今後は、定期券と交通系ＩＣカードの併用も可能
となり、24時間利用できるようになります。

福工大前駅自転車駐輪場に
ゲート機械導入

下府地区周辺に
「ゾーン30」を整備 総務

建設
総務
建設

　　◇総務課 ◇政策経営課 ◇地域協働課 ◇税務課 ◇住民課 ◇会計課 ◇都市整備課 ◇上下水道課 ◇議会事務局 
　　◇他の常任委員会に属さない事務　　　◎上畝地白馬 ○庵原伸一・松井和行 ・髙木義輔 ・森秀司 ◎委員長 ○副委員長

台風7号による災害警戒本部設置
　7月3日（火）・4日（水）
〇自主避難所の開設
　7月3日（火）　「シーオーレ新宮」1世帯1名
　　　　　　　「そぴあしんぐう」避難者なし
　　　　　　　「相島きずな館」8世帯8名
〇自主避難所の開設
　7月5日（木）　「相島きずな館」4世帯4名
　　　　　　　「花立花公民館」1世帯3名
〇避難勧告による避難所の開設
　7月6日（金）　「立花小学校体育館」17世帯25名
　　　　　　　「原上公民館」避難者なし

下府地区「ゾーン30」整備区域
　
　
新
規
活
用
予
定
サ
イ
ト
の
特
徴
は
。

　
　
高
齢
者
や
外
国
人
が
多
い
企
業
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。

　ＱＡ

杜の宮
グラウンド西鉄

新宮駅
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委
員
会
報
告

現在位置が確認でき、より便利に

海底遺跡の試掘状況

マリンクスの現在位置
スマホで確認可能に！
　平成30年10月より、九州産業大学と協力してマリンクス乗降客調査
とバスロケーションシステムの運用が始まります。

　相島海底遺跡調査が、平成30年8月19日から8月28日
に行われ、5枚の平瓦を確認し、そのうち1枚に「警固」
銘が確認されました。
　平安時代に博多から平安京へ、海上輸送を行った可能
性が高まりました。

幼
稚
園
・
小
中
学
校
へ
の

熱
中
症
対
策
の
通
達

　
平
成
30
年
７
月
18
日
に
教
育
委
員
会
よ
り
、
町
内
の

幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
の
通
達

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
中
症
指
数
の
確
認
を
行
い
、「
危
険
」「
厳
重
注
意
」

の
場
合
に
は
、
職
員
、
児
童
生
徒
へ
周
知
を
行
い
、
屋

外
活
動
を
控
え
る
こ
と
、
終
業
式
や
始
業
式
は
暑
さ
に

応
じ
て
対
応
を
す
る
こ
と
、
熱
中
症
の
新
聞
記
事
な
ど

を
配
布
し
、
職
員
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
指
示
さ
れ

ま
し
た
。

　水質検査の結果、基準値の15倍のテ
＊
トラ

クロロエチレンが検出されました。
　現在、古賀市が周辺半径500ｍの水質調査
を実施中で、結果が判明次第、本町に報告が
入る予定です。

　
夏
休
み
地
域
寺
子
屋
事
業
が
、
19
行
政
区
で

実
施
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
福
岡
工
業
大
学
に
よ
る
出
前
講
座
も

延
べ
11
講
座
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
実
績
の
集
計
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
次
年
度
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
く

予
定
で
す
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

寺
子
屋
に
集
ま
る

古賀市鹿部工業団地内
の井戸水から化学物質

相島海底遺跡調査で
警固瓦を確認

文教
生活
文教
生活

　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎横大路政之 ○大牟田直人・牧野真紀子・安武寛憲 ◎委員長 ○副委員長

　　バスロケーションシステムとはどのようなものか。
また、その経費は。

　Ｑ

　　利用者がスマートフォンなどでマリンクスの走行位
置を確認できるシステムで、年間経費は9万9千円であ
る。

Ａ
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＊ 【テトラクロロエチレン】　洗浄のために用いられる化学物質で、発がん性
など、人体に悪影響を及ぼす可能性が指摘されている。
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　一般質問とは、定例会において議員が町の
行財政全般について、町と政策論争をするも
のです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分
の持ち時間内で質問します。
　第3回定例会の一般質問は、平成30年9月4
日（火）に5名が行いました。
　議事録は、議会事務局及び町立図書館で閲
覧できます。また、質問の様子は録画配信し
ています。（17ページ参照）

１　庵原　伸一　　議員……………… 11
　•町営住宅建設予定地の周辺整備は

２　大牟田直人　　議員……………… 12
　•公民館に車いす対応トイレの整備促進を

３　上畝地白馬　　議員……………… 13
　•バイオ企業と農家をつなげる仕組み作りを

４　横大路政之　　議員……………… 14
　•福祉避難所の体制強化・充実を

５　森　　秀司　　議員……………… 15
　•防災面からみた農区の河川・農道の管理は

※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。

一般質問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う



障害者就労施設「福岡コロニー」

緑ケ浜池「小池」埋立地

　
　
町
営
住
宅
の
建
設
予
定

地
と
そ
の
周
辺
は
、元
「々
大

池
」、「
小
池
」
の
通
称
で
呼

ば
れ
る
二
つ
の
池
か
ら
な
る

緑
ケ
浜
池
を
埋
め
た
土
地
で

あ
る
。
ま
た
、
当
該
地
は
旧

西
鉄
宮
地
岳
線
の
軌
道
跡
地

に
も
面
し
て
い
る
。
大
池
の

埋
立
地
に
は
町
営
住
宅
建
設

の
計
画
が
あ
る
が
、
小
池
の

埋
立
地
並
び
に
軌
道
跡
地

は
、
明
確
な
土
地
利
用
が
な

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

土
地
は
緑
ケ
浜
地
区
及
び
町

に
と
っ
て
も
非
常
に
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
旧
西
鉄
宮
地

岳
線
軌
道
跡
地
の
今
後
の
土

地
利
用
は
。

　
　
　
本
町
も
平
成
26
年
度

か
ら
障
害
者
就
労
施
設
等
か

ら
優
先
調
達
方
針
を
毎
年
度

定
め
、
前
年
度
実
績
と
と
も

問

　
　
小
池
の
埋
立
地
の
土
地

利
用
は
。

問
　
　
　
マ
リ
ン
ク
ス
運
行
を

実
現
す
る
に
は
、
軌
道
跡
地

と
並
行
に
走
っ
て
い
る
町
道

の
拡
幅
工
事
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
本
件
以
外

に
も
優
先
す
べ
き
道
路
事
業

を
複
数
抱
え
て
お
り
、
国
の

動
向
や
町
の
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
実
施
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長

町
長

　
　
　
平
成
31
年
度
末
ま
で

は
、
緑
ケ
浜
区
の
下
水
道
及

び
水
道
工
事
に
伴
う
仮
設
道

路
な
ど
に
使
用
す
る
が
、
そ

の
後
は
土
地
利
用
の
計
画
が

な
く
、
財
源
確
保
の
た
め
に

売
却
を
考
え
て
い
る
。

町
長

　
　
軌
道
跡
地
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
古
賀
ゴ
ル
フ

場
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
状

は
。

問

　
　
　
　
　
　
今
後
、
具
体

的
な
町
の
計
画
を
決
め
た
後

に
、
古
賀
ゴ
ル
フ
場
と
の
協

議
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

吉
村
副
町
長

　
　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
就
労
に
よ
っ
て
経
済

的
な
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
国
も
障
害

者
優
先
調
達
法
を
制
定
し
、

国
や
地
方
自
治
体
が
率
先
し

て
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

物
品
な
ど
の
調
達
を
推
進
す

る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

が
、
本
町
の
取
り
組
み
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
本
町
に
お

け
る
障
が
い
者
の
自
立
に
向

け
た
施
策
な
ど
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

問

　
　
障
害
者
優
先
調
達
法
に

よ
る
町
の
実
績
は
。

問
　
　
　
　
　
　
　
前
年
度
の

実
績
は
２
０
０
件
で
総
額

２
１
８
０
万
２
６
０
０
円

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
印
刷
物

は
１
７
７
件
で
１
９
９
５
万

５
５
６
５
円
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課
長

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
移
行
支

援
や
継
続
支
援
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は

48
名
で
平
成
29
年
度
が
53
名

と
利
用
者
は
増
え
て
い
る
。

障
が
い
者
の
自
立
に

向
け
た
施
策
は
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庵原　伸一 議員

町営住宅建設予定地の
周辺整備は

財源確保のため
一部売却する予定 町長

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う



凹
おう

凸
と つ

のある歩道の
調査改修を

車いすで利用できるトイレの整備を
（新宮東小学校体育館 多目的トイレ）

大牟田直人 議員

公民館に車いす対応
トイレの整備促進を

車いすの対応は
各区長と議論町長

＊ 【ユニバーサルデザイン】　文化・言語・国籍の違い、年齢・
障がい・能力に関わらず、さまざまな人が利用しやすいよう
に考えて「まち」や「もの」を作ること。

　
　
す
べ
て
の
人
が
安
全
で

快
適
に
安
心
し
て
暮
ら
す
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
ユ＊

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推

進
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
町

で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

問
　
　
　
福
岡
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
も
と
に
、
平

成
20
年
３
月
に
「
新
宮
町
ひ

と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し

た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
視
点
に
基
づ
い
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、
新

宮
中
央
駅
周
辺
の
公
共
空
間

整
備
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
第
５
次
新
宮
町
総
合
計
画

の
基
本
理
念
の
一
つ
に
も
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
基
本

理
念
を
も
と
に
行
政
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
町
内
に
は
凹お

う

凸と
つ

が
あ
っ

た
り
、
道
路
が
狭
か
っ
た
り

と
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
い
す
な

ど
で
は
通
り
に
く
い
歩
道
が

あ
る
が
、
調
査
や
改
修
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
改
訂
時
に

あ
わ
せ
て
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

地
域
協
働
課
長

問

　
　
小・中
学
校
や
幼
稚
園
、

町
民
体
育
館
な
ど
収
容
避
難

所
に
お
け
る
車
い
す
で
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

と
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

行
政
区
、
地
域
住
民
の
方
か

ら
連
絡
を
受
け
た
不
良
箇
所

は
適
宜
補
修
を
行
っ
て
い

る
。
舗
装
が
盛
り
上
が
っ
て

い
る
箇
所
や
車
の
出
入
り
で

傷
ん
だ
箇
所
な
ど
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
修
を
行
っ
て

い
る
。

問

町
長

　
　
　
相
島
小
学
校
、
新
宮

中
学
校
相
島
分
校
、
新
宮
東

幼
稚
園
を
除
く
校
舎・園
舎
、

お
よ
び
新
宮
東
小
学
校
、
新

宮
北
小
学
校
、
新
設
の
新
宮

東
中
学
校
の
体
育
館
に
整
備

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
新
設
お
よ
び
改

修
す
る
施
設
に
は
多
目
的
ト

イ
レ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

町
長

町
長

な
っ
て
い
る
公
民
館
は
、
車

い
す
で
ト
イ
レ
が
使
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
。
現
状

の
補
助
金
に
と
ど
ま
ら
ず
、

町
が
主
体
的
に
整
備
を
促
進

で
き
な
い
か
。

　
　
　

補
助
を
活
用
し
て
、

公
民
館
改
修
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
車
い
す
で
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
を
作
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
と
い
う
こ
と

も
聞
い
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
研
究

し
、
車
い
す
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
各
区
長
と
議
論
し
て

い
き
た
い
。

町
長

　
　
一
時
避
難
所
で
あ
り
、

地
域
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
拠
点
に

問
　
　
避
難
所
に
お
け
る
、
車

い
す
で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ

の
情
報
を
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

問
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福岡バイオ産業拠点推進会議

バイオ企業と農家を
つなげる仕組み作りを

情報収集しながら
進めていきたい 町長

上畝地白馬 議員

　
　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、

動
植
物
や
微
生
物
な
ど
に
有

用
な
物
質
を
作
ら
せ
、
新
し

い
製
品
に
す
る
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
、

他
に
は
な
い
高
付
加
価
値
の

農
作
物
の
生
産
や
、
農
家
の

高
収
益
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
の
農
業
学
習
会
の
実
施
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　
国
や
県
、
企
業
や
大

学
な
ど
の
動
向
に
も
注
視

し
、
農
協
な
ど
と
連
携
し
て

情
報
収
集
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問

町
長

　
　
　
果
樹
部
会
を
一
同
に

集
め
た
な
か
で
、
研
修
や
研

究
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
て

い
る
。

町
長

　
　
バ
イ
オ
企
業
と
農
家
を

つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。

問

　
　
　
県
レ
ベ
ル
で
も
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
農

業
学
習
会
の
実
施
は
な
く
、

今
す
ぐ
に
本
町
で
農
業
学
習

会
を
開
催
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

町
長

　
　

不
登
校
の
児
童
生
徒

は
、
全
国
の
小
学
校
で
年
間

２
万
人
前
後
、
中
学
校
で
年

間
10
万
人
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。
本
町
で
も
不
登
校
児

童
生
徒
は
お
り
、
学
校
、
各

家
庭
で
は
解
決
し
づ
ら
い
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
不
登
校
か
ら
の
復
帰
を
阻

害
す
る
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
保
護
者
や
本
人
が
感
じ

る
孤
立
感
が
あ
り
、
早
期
復

帰
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

な
が
ら
、
不
登
校
の
子
を
持

つ
家
庭
が
個
々
に
連
絡
を
取

り
合
う
仕
組
み
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
。

問
　
　
　
　
児
童
生
徒
や
保
護

者
が
孤
立
感
に
陥
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
、
一
番
に

考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
の
違
い
か
ら
支
援
が
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携

を
と
り
、
少
し
で
も
状
況
に

　
　
自
助
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
や
す
い
よ
う
に
、
町
が

学
校
と
連
携
し
て
助
言
や
事

例
紹
介
な
ど
の
必
要
な
情
報

を
提
供
し
、
設
立
後
も
相
談

な
ど
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

は
で
き
な
い
か
。

問
　
　
　
　
シ
ー
オ
ー
レ
新
宮

に
教
育
相
談
室
を
設
置
し
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

教
育
相
談
に
よ
り
、
不
登
校

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
、
保
護

者
の
心
の
中
の
も
の
を
出

し
、
自
信
を
取
り
戻
す
こ
と

を
進
め
て
い
る
。

　
サ
ポ
ー
ト
、
相
談
体
制
を

し
っ
か
り
と
築
い
て
い
き
た

い
。

教
育
長

不
登
校
の
子
を
持
つ
家
庭
・
自
助
グ
ル
ー
プ
連
携
の

仕
組
み
づ
く
り
を

変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
学

校
と
個
別
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
個
別
対
応
を
基
本

と
し
、
教
育
相
談
体
制
を
築

く
こ
と
と
、
状
況
改
善
に
力

を
い
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
福
岡
バ
イ
オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
産
業
拠
点
推
進
会
議
が

あ
り
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
創
出
、
関
連
事
業
研
究
機

関
の
一
大
拠
点
、
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
連
携
を
視
野
に
い
れ

て
推
進
を
し
て
い
る
。
情
報

を
早
め
に
集
め
、
町
で
何
が

で
き
る
の
か
、
事
前
に
探
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

問

教
育
長
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福祉避難所に指定されている
「福岡特別支援学校体育館」

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

福祉避難所の
体制強化・充実を

各種支援団体と
連携確保に努めていく町長

横大路政之 議員

　
　
本
町
で
は
災
害
発
生
時

に
設
置
さ
れ
る
福
祉
避
難
所

は
ど
こ
に
何
箇
所
設
置
さ
れ

る
の
か
。

　
ま
た
設
備
や
備
品
及
び
ス

タ
ッ
フ
体
制
な
ど
、
そ
の
対

応
力
に
つ
い
て
現
状
を
伺

う
。

問
　
　
　
福
祉
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
の
は
、
そ
ぴ

あ
し
ん
ぐ
う
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
福
岡
特
別
支
援
学
校

体
育
館
の
３
箇
所
で
あ
る
。

　
居
室
空
間
の
確
保
、
障
が

い
者
用
ト
イ
レ
・
多
目
的
ト

　
　
近
年
の
被
災
地
で
は
福

祉
避
難
所
が
そ
の
役
割
を
果

た
せ
な
か
っ
た
と
の
報
告
が

多
々
あ
り
、
原
因
の
多
く
は

そ
の
対
象
者
が
「
存
在
自
体

を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
報

告
が
あ
る
。
周
知
徹
底
を
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

問
　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

避
難
所
一
覧
を
記
載
し
全
戸

配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

く
ら
し
の
便
利
帳
に
も
掲
載

し
て
い
る
。
今
後
も
記
載
方

法
の
工
夫
を
図
る
な
ど
伝
わ

り
や
す
い
内
容
の
検
討
に
努

め
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
福
祉
避
難
所
で
は
障
が

い
者
の
障
が
い
の
内
容
や
程

度
、
高
齢
者
は
疾
病
や
運
動

機
能
の
程
度
に
よ
っ
て
、
設

備
や
機
器
に
限
ら
ず
人
的
に

も
様
々
な
能
力
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
体
制
強
化
・
充
実

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
は
。

　
　
　
県
が
専
門
人
材
派
遣

団
体
と
の
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、こ
れ
を
活
用
し
た
い
。

　
ま
た
、
各
種
支
援
団
体
と

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

連
携
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問町
長

町
長

イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
に
配
慮
し

た
設
備
を
整
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
障
が
い
の
内
容

や
高
齢
者
の
病
状
・
運
動
機

能
に
配
慮
し
た
特
定
の
設
備

や
機
器
は
設
け
て
い
な
い
。

　
ス
タ
ッ
フ
体
制
は
新
宮
町

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

災
害
対
策
本
部
の
住
民
対
応

班
が
、
町
内
各
避
難
所
の
運

営
に
あ
た
る
。
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防災倉庫が設置されている避難所
（立花小学校内）

水害のため法面が崩壊した町道

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

防災面からみた農区の
河川・農道の管理は

防災のため
行政と農区で協議 町長

森　　秀司 議員

　
　
今
回
の
西
日
本
豪
雨
は

西
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
本
町
で
も

７
月
６
日
昼
過
ぎ
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
、
避
難
所
が
開
設

さ
れ
た
。
ま
た
、
土
砂
災
害

が
数
箇
所
で
発
生
し
、
法
面

が
崩
れ
る
被
害
が
で
た
。

　
本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
見
る
と
、
立
花
小
学
校
体

育
館
と
原
上
公
民
館
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
位
置

す
る
が
、
安
全
対
策
は
十
分

な
の
か
。

問

　
　
　
ま
ず
は
指
定
さ
れ
た

避
難
所
へ
避
難
し
、
危
険
が

高
ま
れ
ば
、
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ

う
や
シ
ー
オ
ー
レ
新
宮
に
移

動
す
る
な
ど
の
手
段
を
講
じ

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
設
中
学
校
周
辺

の
防
災
活
動
拠
点
と
の
連
携

を
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

町
長

　
　
　

今
は
未
整
備
だ
が
、

早
急
に
整
備
し
て
い
き
た

い
。

　
　
避
難
所
運
営
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を
明
記

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
必

要
で
は
。

問

町
長

　
　
　
教
育
委
員
会
と
協
議

し
、
早
急
に
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
避
難
所
で
は
、
特
に
高

齢
者
の
方
な
ど
が
利
用
し
や

す
い
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

問町
長

　
　
　
防
災
の
た
め
の
対
応

を
す
る
時
期
に
来
た
と
思

う
。
今
後
、
行
政
と
農
区
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
農
区
に
お
け
る
河
川
や

道
路
は
、
現
在
で
は
土
地
保

全
と
し
て
の
機
能
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
防
災
面
か
ら
み
て
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
管
理
に
対
す

る
町
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

問町
長
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議
会
だ
よ
り
し
ん
ぐ
う
の
編
集
方
法
に
関
心
集
ま
る

注
目
を
集
め
る
新
宮
町
議
会

地
域
振
興
及
び
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
視
察
　
　
　
　
　

たくさんの視察団が訪れる新宮町議会
大分県　九重町 佐賀県　みやき町 熊本県　大津町 京都府町村議長会

　
平
成
30
年
７
月
10
日
、

玉
村
町
を
訪
問
し
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
接
す

る「
道
の
駅
玉
村
宿
」を
視

察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
町
の
発

展
と
、
地
元
県
産
品
・
加

工
品
な
ど
町
の
特
色
あ
る

商
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
５
月

27
日
よ
り
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

搭
載
車
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　
平
成
30
年
７
月
12
日
、

大
分
県
九
重
町
の
議
会
広

報
特
別
委
員
会
、
ま
た
平

成
30
年
８
月
30
日
、
佐
賀

県
み
や
き
町
の
議
会
広
報

編
集
委
員
会
が
、
議
会
広

報
研
修
の
た
め
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
の
議
会
だ
よ
り
の

スマートインターチェンジについて学ぶ

　
平
成
30
年
７
月
９
日
、

高
崎
市
役
所
を
訪
問
し
、

高
崎
・
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　
高
崎
駅
周
辺
と
関
越
自

動
車
道
高
崎
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
は
主
要
地
方
道
と

結
ば
れ
、
周
辺
か
ら
の
交

通
も
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
に
よ
り
周
辺
の
計
画

的
な
土
地
利
用
も
進
ん
で

お
り
、
恒
常
的
に
発
生
し

て
い
た
渋
滞
も
緩
和
さ

れ
、
地
域
の
活
性
化
に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
実

感
し
ま
し
た
。

　
本
町
も
東
部
地
域
に
お

い
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
の
調
査
を
し
て
い
る

が
、
実
現
で
き
れ
ば
東
部

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
11
日
、

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会

が
議
会
基
本
条
例
、
議
会

改
革
推
進
、
災
害
時
対

応
、
地
域
振
興
及
び
地
域

活
性
化
特
別
委
員
会
に
つ

い
て
研
修
の
た
め
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
８
月

９
日
、
熊
本
県
大
津
町
議

会
運
営
委
員
会
が
、
議
会

基
本
条
例
、
災
害
時
対
応

に
つ
い
て
の
研
修
の
た
め

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

ン
ジ
か
ら
一
時
退
出
し
、

道
の
駅
に
立
ち
寄
り
、
一

時
間
以
内
に
戻
れ
ば
高
速

料
金
が
据
え
置
き
に
な
る

と
い
う
社
会
実
験
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
地

域
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
参
考
と
な
る
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
状
況（
役
割
分

担
、
編
集
方
法
、
今
後
の

課
題
）に
つ
い
て
委
員
長

が
詳
し
く
説
明
を
行
い
、

多
く
の
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

　
特
に
議
員
自
ら
に
よ
る

広
報
誌
の
編
集
体
制
と
、

議
事
録
自
動
音
声
認
識
シ

ス
テ
ム
に
高
い
関
心
が
集

ま
り
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
お
互
い
に
よ
り
良
い
広

報
誌
を
目
指
し
、
今
後
の

議
会
だ
よ
り
編
集
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
本
町
の
取
り
組
み
を
説

明
し
、
そ
の
後
、
お
互
い

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
と
て
も
有
意
義
な
場
に

な
り
ま
し
た
。

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

群
馬
県
高
崎
市

群
馬
県
玉
村
町
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　平成30年12月４日（火）午前９時30分から開催
予定です。
　一般質問は、５日（水）、６日（木）それぞれ午前
９時30分から予定されています。
　お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は11月30日（金）、役場・そぴあしんぐ
う・シーオーレ新宮などに掲示し、ホームペー
ジでも見ることができます。

※�傍聴されるときは、３階議会事務局で受付をし
てください。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

　新宮町ホームページにアクセスして「問い合わ
せ」よりメールフォームにて送信をお願いします。

●●
●● ご意見をお待ちしてます ●●

●●

議会中継を
しています！

　インターネット配信による議会中継を
行っています。
　お手元のパソコンで、世界のどこから
でも見ることができます。

【アクセス方法】
新宮町ホームページより
議会→議会中継または録画配信をクリック

平成30年７月１日から平成30年９月30日までの

アクセス件数

アクセス累計（12,589 件）

中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会 

〜
新
宮
中
生
徒
会
に
議
員
が
問
う
〜

　希望される方は議会事務局まで
お問い合わせください。

☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで

議会と
意見交換しませんか？

議会との座談会のご案内

昨年度の中学生チャレンジ議会

12月議会のお知らせ12月議会のお知らせ

　

平
成
30
年
11
月
19
日（
月
）15
時
45
分
か

ら
、
新
宮
町
議
会
議
事
堂
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
新
宮
中
学
校
の
生
徒
会
活
動
に
対
し
て
、

議
員
が
質
疑
を
行
い
、
生
徒
会
役
員
が
答
弁

し
ま
す
。
当
日
は
議
長
も
中
学
生
が
務
め
ま

す
。

　
会
議
の
様
子
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
ラ
イ

ブ
配
信
お
よ
び
録
画
配
信
も
行
い
ま
す
。

　各種団体、小グループなど、気軽な感じで
の意見交換の場にしたいと思っています。

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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訪問
立町新宮

中宮 学校新 連 載

　

新
宮
中
学
校
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、

学
校
運
営
協
議
会
を
中
心

に
、
地
域
・
保
護
者
・
学
校

と
の
協
働
体
制
の
構
築
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
年
２
回
、

会
員
の
皆
様
と
生
徒
会
役
員

や
リ
ー
ダ
ー
生
徒
、
区
友
長

と
の
熟
議（
本
音
ト
ー
ク
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

活
動
状
況　

●

　
昨
年
度
は
、「
夏
祭
り
な
ど
、

中
学
生
が
地
域
行
事
に
積
極

的
に
参
画
す
る
に
は
」と
い
う

テ
ー
マ
で
熟
議「SU

M
M
ER_

JU
KU
G
I_ 29

」を
行
い
、
中
学

生
が
積
極
的
に
地
域
の
夏
祭
り

に
参
画
す
る
た
め
に
、
区
長
さ

ん
や
地
域
の
方
と
打
合
せ
な
ど

の
取
組
を
進
め
て
い
き
、
例
年

以
上
に
夏
祭
り
に
参
画
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の「SU

M
M
ER_

JU
KU
G
I_30

」で
は
、「
中
学

生
が
積
極
的
に
参
画
す
る
地

域
行
事
、
ま
た
地
域
力
を
生

か
し
た
生
徒
会
活
動
」を
テ
ー

マ
に
熟
議
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
熟
議
で
実
現
に
向
け
て
具

体
化
し
て
い
き
た
い
こ
と
と
し

て
、「
大
人
か
ら
小
学
生
ま
で

縦
に
長
い
繋
が
り
が
形
成
さ
れ

て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
識

し
て
」「
部
活
動
な
ど
も
考
慮

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
中
学
生
が
参
加
で
き
る
立
案

づ
く
り
」を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

区
友
会
を
開
催
し
、
生
徒
た
ち

へ
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
区
長
さ
ん
と
の
打
ち
合
わ

せ
や
地
域
集
会
で
の
報
告
と
協

力
依
頼
等
の
取
組
を
進
め
、
地

域
の
皆
様
や
保
護
者
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
以

上
に
多
く
の
中
学
生
が
参
画
し

熟議→夏祭り→夏祭りの反省

た
夏
祭
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
中
学
生
が
夏
祭
り

の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
地
域
行

事
に
参
画
し
て
い
く
た
め
の
具

体
案
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
、

保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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